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還
去

田

端

哲

哉

一
般
的
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
諸
論
師
達
は
、
原
始
仏
教
経
典
を
所

依
の
聖
典
と
し
、
原
始
仏
教
の
教
理
を
認
識
論
的
に
分
析
、

総
合
し
て

行

つ
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
説

一
切
有
部
の
論
師
達
は
「有
く
器

>
a
s
t
i
>
s
a
t

」
な
る
思
想
的
根
拠
に
よ
つ
て
原
始
仏
教
を
会
通
し
、

そ

の
思
想
体
系
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
「諸
行
無
常
」
と
い
う

原
始
仏

教
の
根
本
教
理
と
説

一
切
有
部
所
説
の

「三
世
実
有
」
や

「
無
無
所
縁

識
」
と
を
対
立
或

い
は
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
会
釈
し
え
た
の
も
、
実
に

こ
の

「
有
」
と
い
う
概
念
を
根
本
に
立
て
た
故

で
あ
つ
た
。
尤
も
、
彼

ら
に
よ
る
分
析
と
総
合
と
い
う
仕
方
に
お
い
て
も
、
常
に
教
証
と
理
証

は
必
須

条
件

で
あ
り
、
教
証
は
原
始
経
典
を
根
拠
と
し
て
論
証
が
進
め

ら
れ
た
。

そ
こ
で
今
、
説

一
切
有
部
が
原
始
仏

教
経
典

を
根
拠

と
し

て
、
自

ら
の
理
論
を
如
何
に
展
開
し
た
か
の

一
例

に
言

及
し

て
み
よ

う
。

し
か
し
て
我

々
は
そ
の
例
を
倶
舎
論
の
三
世
実
有
に
関
す
る
論
義

の
中
、
阿
含
経
の
引
用
を
す
る
箇
所
に
お
い
て
指
摘
し
う
る

即
ち
、

勝
義
空
契
経
の

一
文
を
、
世
親
は
「本
無
今
有
有
巳
還
無
」
と
解
釈
し
、

世
親
自
身
の
思
想
を
論
証
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
説

一
切
有

部
の
理
論
を
少
し
く
逸
脱
し
た
た
め
、
衆
賢
に
よ
つ
て
順
正
理
論
で
批

判
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
点
で
あ
る
。
我

々
は
そ
こ
で

原
始
仏
教

の
立
場
、
口
世
親
の
解
釈
、
国
説

一
切
有
部
の
立
場
の
順
序
で
概
観
し

て
行
く
こ
と
に
す
る
。

一

梵
文
倶
舎
論

(以
下
A
K
)
の
随
眠
品
(三
世
実
有
を
論
議
す
る
箇
所
)
に

(
1
)

紹
介
さ
れ
る
p
a
r
a
m
a
r
t
h
a
s
u
n
y
a
t
a
y
a
m
 
b
h
a
g
a
v
a
t
a

の
勝
義

(2
)

(
3
)

空
契
経
(真
諦
訳
で
は
真
実
空
経
)
は
、
現
存
す
る
パ
ー
り
語
の
ニ
カ
ー
ヤ

中
に
そ
の
相
当
経
典
を
見
い
出
し
え
な
い
。
従

つ
て
原
始
仏
教
の
立
場

を
パ
ー
り
語
で
解
明
す
る
こ
と
に
困
難
さ
の
あ
る
点
は
否
め
な
い
が
、

(4
)

漢
訳
の
雑
阿
含
経
に
は

「
第

一
義
空
経
」
が
見
ら
れ
る
か
ら
こ
の
漢
訳

経
典
に
よ
つ
て
原
始
仏
教
の
立
場
を
理
解
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

云
何
為
二第
一
義
空
経
刈
諸
比
丘
。
眼
生
時
無
レ有
二来
処
殉
滅
時
無
レ有
二

去
処
而

如
レ是
眼
不
実
而
生
生
巳
尽
滅
。
有
二業
報
一而
無
二作
者
幻

此
陰
滅

世
親

と
衆

賢

(
田

端
)
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(4
)

巳
。
異
陰
相
続
。
除
二俗
数
法
殉

耳
鼻
舌
身
意
。
亦
如
レ是
説
…
…

こ
の
経
典
に
説
か
れ
る
趣
意
は
、
六
根
が
生
ず
る
時
よ
つ
て
来
る
処

は
な
く
、

滅
す
る
時
も
去
つ
て
行
く
べ
き

一
定
の
処
が
な
い
。
元
来
、

眼
等
の
六
根
は
不
実
即
ち
実
体
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
因
縁

に
よ

つ
て
今
生
じ
、
生
じ
巳
つ
て
再
び
尽
滅
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
六
根

の
生
起
が
業
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
特
定
の
作
者
に
よ
つ
て

い
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

つ
ま
り

「有
二
業
報

一而

無
二作
者

こ

と
は
六
根
が
因
縁
性
の
も
の
で
あ
り
、
縁
起
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
他
な
ら
ず
、

そ
の
根
抵
に
は
五
纏
仮
和
合
の
思

(5
)
2

想
が
流
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
で
問
題
と
さ
れ
た
如
き
三
世
の
有
無
に

関
す
る
論
義
な
ど
少
し
も
見
い
出
し
え
な
い
。
原
始
仏
教
の
立
場
は
、

こ
の
様
に
五
艦
仮
和
合
の
考
え
を
中
心
と
し
、
六
根
の
生
滅

を
有
二
業

報
一と
理
解
し
た
所
に
特
色
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

世
親
は
、
こ
の
勝
義
空
契
経
を
A
k
.
中
に
引
用
し
、
自
ら
の
テ
ー
ゼ

に
お
い
て
理
解
し
論
証
し
て
行
く
。

(眼
が
生
ず
る
時
、
そ
れ
は
ど
こ
か
ら
も
や
つ
て
来
な
い
し
、
消
滅
す
る

時
、
何
処
に
も
集
ま
り
至
ら
な
い
。
即
ち
、
比
丘
ら
よ
眼
は
本
無
く
今
有

り
、
有
り
巳
つ
て
還
た
去
つ
て
行
く
。
も
し
未
来
の
眼
が
あ
る
な
ら
ば
、
有

り
巳
つ
て
還
た
無
し
と
説
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
)

こ
の
勝
義
空
契
経
の
引
用
と
世
親
の
考
え
を
表
明
し
た
文
章
の
中
、

重
要
な
点
は
二
箇
所
で
あ
る
。
即
ち
、
勝
義
空

契
経

で

は
a
b
h
u
t
v
a

b
h
a
v
a
t
i
 
b
h
u
t
v
a
 
c
a
 
p
r
a
t
i
g
a
c
h
t
i

と
説
か
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て

い
る
点
と
、
未
来
の
眼

(等
の
六
根
)

の
有
無

に
問
題
が
係
わ
つ
て
い

る
二
点
で
あ
る
。
先
ず
、
雑
阿
含
経
の
漢
訳
と
A
K

の
梵
文
を
対
比
さ

せ
て
み
れ
ば
、
a
b
h
u
t
v
a
=

不
実
、
b
h
a
v
t
a
i
=

而
生
、
b
h
u
t
v
a
=
生

巳
、
c
a
 
p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
a
t
i
=

尽
滅
と
比
定
で
き
る
。

こ
れ
を
玄
突
は
倶
舎

論
で

「
本
無
今
有
有
巳
還
無
」
と
漢
訳
し
て
お
り
、

最
後

の
A
 
c
a

p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
a
t
i

を

「還
無
」
と
し
た
点
が
注
意
を
要
す
る
。

こ
の
箇
所

(
7
)

を
真
諦
訳
で
は

「後
無
」
と
し
て
い
る
が
、
両
者
い
ず
れ
も

「無
」
と

い
う
概
念
で
把
握
し
て
い
る
点
に
何
ら
変

わ
り

は
な

い
。

そ
の
こ
と

は
、
世
親
自
ら
が
B
 
b
h
u
t
v
a
 
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

を
違
え
て
表
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
た
だ
し
、
B

の
梵
文
は
、
未
来

の
眼
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
a
b
h
u
t
v
a
b
h
a
v
a
t
i
 

(本

無
今
有
)
と
テ
キ
ス
ト
を
訂
正
し
て
読
む
方
が
よ
り
妥
当
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
漢
訳
で
は
「
去
来
眼
根
若
実
有
者
、
経
不
レ
応
レ説
二本
無
等

(
8
)

言

こ

と
梵
文
に
な
い

「去
」
を
挿
入
し
た
り
、

「
本
無
等
言
」
と
い
う

場
合
の

「等
」
が
示
す
範
囲
を
「還
無
」
ま
で
と
考
え
る
な
ら
ば
、
A
K
.

-278-



の
省
略
的
説
明
文
も
理
解
に
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
程
の
文
章
で
は
な
い

か
ら
テ
キ
ス
ト
の
訂
正
は
不
要
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ

梵
文
自
体

は
y
a
d
i
 
c
a
 
a
n
a
g
a
t
a
m
 
c
a
k
s
u
h
 
s
y
a
t
 
n
a
 
u
k
t
a
m
 
s
y
a
d

b
h
u
t
v
a
 
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

と
文
章
の
前
後
の
趣
意
が
異
な
る
た
め

に
、
勝

義
空
契
経
所
説
の
c
a
 
p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
a
t
i

を
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

と
世
親
自
ら
が
考

え
た
か
否

か
と
い
う
根
拠
と
し
て
は
信
愚
性
を
疑
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
る
に
》
囚
・
で
こ
の
勝
義
空
契
経
の
引
用
を
す
る
少
し
前
に
、
世

親
は

t
a
s
m
a
n
 
n
a
 
s
i
d
h
y
a
t
i
 
s
a
r
v
a
t
h
a
 
p
i
 
a
t
r
a
 
a
d
h
v
a
t
r
a
y
a
m
 
y
a
d
i

(9
)

a
b
h
u
t
v
a
 
b
h
a
v
a
t
i
t
i
 
n
e
s
y
a
t
e
 
b
h
u
t
v
a
 
c
a
 
p
u
n
a
r
 
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i
t
i

(
こ
の
故
に
、
本
無
く
し
て
今
有
り
、
有
り
巳
つ
て
還
た
無
し
と
い
う
こ

と
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
三
世
は
ど
う
し
て
も
成
就
し
な
い
)

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
世
親
は
a
b
h
u
t
v
a
 
b
h
a
v
a
t
i
 
b
h
u
t
v
a

c
a
 
p
u
n
a
r
 
n
a
b
h
a
v
a
t
i
i

承
認
し
、
現
在
有
体
過
未
無
体
を
主
張
す

る
の
で
あ
り
、
そ
の
教
証
と
し
て
の
論
拠
を
勝
義
空
契
経
に
求
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
従

つ
て
、
世
親
は
原
始
経
典
所
説
の
c
a
 
p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
a
t
i

を
c
a
 
p
u
n
a
r
 
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

と
換
言
し
、
そ
の
理
解
の
本
質
は
p
a
r
t
i
g
a
-

cc
h
a
t
i
=
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

と
し
た
点
を
我
々
は
指
摘
し
う
る
の

で
あ
る
。

(10
)

称
友
も
梵
文
倶
舎
論
硫
に
て

c
a
 
p
u
n
a
 
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

と
同
様
の
理
解

を
明
示
し
て
い
る
。

し
か
ら
ば
玄
突
は
原
始
経
典
に
説
か
れ
た

c
a
 
p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
a
t
i

を
何

故

「還
無
」
と
訳
し
、

c
a
 
p
u
n
a
r
 
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i
 

(O
r
 
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i
)

と

同
じ
訳
を
し
た
か
と
い
う
点
が
疑
問
と
な
る
。
雑
阿
含
経
で
は
「
尽
滅
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
は
た
し
て

「
尽
滅
」
と

「
還
無
」
と
は
相
違
し

た
意
味

で
あ
ろ
う
か
。
元
来
p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
a
t
a
i

は
く
g
a
m

口
な
る
接

頭
辞
が
附
さ
れ
た
動
詞
で
あ
り
、
そ
の
語
根
は
英
語

の
g
o

独
語
の

g
e
h
e
nと同
じ
意
味
と
考
え
う
る
。
即
ち
、
対

象
間
の
距
離
の
拡
が
る

運
動
の
方
向
を
示
し
て
お
り
、
「無
」
と
合
同
の
概
念

で
は
な

い
。
し

か
し
今
現
在
あ
る
も
の
が
p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
a
t
i

す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
こ
に
無

い
こ
と
を
も
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
こ
の
動
詞
の
主
語
が

何
で
あ
る
か
に
よ
つ
て
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

と
同
義
と
な

つ
た
り
相
違
し
た
意

味
に
な
る
の
で
あ
る

先
に
指
摘
し
た
如
く
、

世
親
は
勝
義
空
契
経
の

一
文
の
主
語
を
去
来
現
の
眼
等
の
六
根
と
考
え

て
お
り
、
更
に
三
世
と

も
換
言
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
六
根
の
体
、
三
世
の
体

(
d
r
a
v
y
a
,

(
11
)

b
h
a
v
a
,
 
s
v
a
b
h
a
v
a
,
 
d
h
a
r
a
m
a
,
a
t
m
a
n
)

を
思
考
し
て
お
り
、

そ

の
故

に

世
親
は
三
世
実
有
を
認
知
せ
ず
、
現
在
有
体
過
未
無
体
を
承
認
す
る
の

で
あ
る
。
過
去
の
体
、
即
ち

(過
去
世
に
お
け
る
有
為
法
で
は
な
く
)

過
去
し
た
有
為
法
の
体
が
p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
t
i

す
る
の
で
は

「無
」
と
強
く

断
定
し
難
い
た
め
、
明
瞭
な
概
念
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

用
い
た
と
推
定
で
き

よ
う
。
従

つ
て
世
親
の
立
場
は
、
原
始
経
典
に

て
説
か
れ
た
p
r
a
t
i
g
a
-

cc
h
a
t
i
と
自
ら
述
べ
る
所
の
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

を
同
義
異
語
と
解
し
て
い
た

こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

三

以
上
の
如
き
世
親
の
思
考
方
法
は
、
説

一
切
有
部
に
よ
つ
て
否
定
さ

世
親

と
衆
賢

(
田

端
)
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れ
、
三
世
実
有
は

「
有
」
の
観
点
よ
り
会
通
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
既
に

説

一
切
有
論
師
の
間
に
あ
つ
て
は
、
本
無
今
有
有
巳
還
無
と
の
所
謂
経

量
部
的
思
考
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「作
用
訂
捧
錘
」

の
観
点
よ
り
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
毘
婆
沙
論
に
曰
く
。

未
来
諸
法
来
集
二現
在
一時
、
如
何
聚
物
非
二本
無
今
有
↓
現
在
諸
法
散
往
ニ

ナ
ル

過
去

一時
、
如

何
聚

物
非
二
有
巳
還
無
殉

答
三
世

諸
法
因
性
果
性
、

随
二
其

所
フ
応
次
第

安
立
体
実
恒
有
。

無
レ
増

無
レ
減
。
但

依
二作
用

一説
レ
有
説
レ
無
。

ナ
ル
ヲ
モ
テ

諸
積
聚
事
依
二実
有
物
↓

仮
施
設
有
、

時
有
時
無
。
如
レ是
此
宗
許
二有
無

(
12
)

義
鱒有
下
何
過
難
上
。
而
不
能
通
分
位
。
有
無
是
所
レ許
故
。

こ
こ
に
表
明
さ
れ
た
説

一
切
有
部
の
論
旨
は
、
三
世
な
る
諸
法
は
、

体
は
実
に
恒
に
有

つ
て
、
体
の
増
減
は
な

い
。
作
用
に
よ

つ
て
有

る

(
b
h
a
v
a
t
i
)

場
合
や
無
い

(
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i
)

こ
と
も
あ
る
と
い
う
点
に
集

約
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
未
来
な
る
有
為
法
の
体
が
「本
無
」
で
は
な
く
、

過
去
な
る
有
為
法
の
体
が

「還
無
」
な
の
で
は
な
い
。
本
無
や
還
無
の

主
体
は
未
来
な
る
有
為
法
の
作
用
で
あ
り
、
過
去
な
る
有
為
法
の
作
用

な
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
毘
婆
沙
師
の
考
え
方
は
衆
賢
に
よ
つ
て
継
承

さ
れ
、
世
親
所
説
の
本
無
今
有
有
巳
還
無
と
い
う
教
証
に
関
す
る
理
解

を
批
判
す
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。
衆
賢
は
先
ず
勝
義
空
契
経
の

原
意
を
検
討
し
、
次
い
で
作
用
の
論
理
よ
り
世
親
に
反
論
す
る
仕
方
を

用
い
て
い
る
。
、

如
二勝
義
空
契
経
申
説
刈

眼
根
生
位
無
レ所
二従
来
殉

眼
根
滅
時
無
レ所
二

(
13
)

造
集
↓

本
無
今
有
有
巳
還
去
。

こ
の
漢
訳
は
、
世
親
が
引
用
し
た
勝
義
空
契

経
の
一鉱
凱

び
ぼ
謀
鋤く
器

を
除
い
た
部
分
の
直
訳
と
倣
し
え
よ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
玄
斐

訳
な
が
ら
、
倶
舎
論
で
は
還
無
と
訳
出
さ
れ
た
箇
所
を
、
順
正
理
論
で

は

「
還
去
」
と
漢
訳
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
訳
者
玄
癸
が
、
造

論
主
世
親
と
衆
賢
の
意
図
を
重
視
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
衆
賢
の
理
解

は
、

次
復
説
二本
無
今
有
有
巳
還
去
両
句
経
文
↓

謂
此
中
所
レ言
本
無
今
有
者
。

顕
乙本
無
二集
処
↓
従
下自
因
縁
上
生
甲
。
…
…
…
故
次
復
言
二有
巳
還
去
殉

此

顕
下
起
二作
用
一牽
二自
果
一巳
還
去
至
中如
レ本
無
二作
用
一位
加

若
仏
為
レ遮
二去

来
是
有
叩

方
便
説
二此
本
無
等
言
殉

如
三前
句
言
二本
無
今
有
殉

後
句
応
レ

 ぬ
 

説

二有
巳
還
無
幻

既
不
レ
言
レ
無

但
言

二還

去
幻

則

知
三
不
レ
許

二過
去
是
無
殉

 め
 

こ
の
様
に
p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
a
t
i

を

「無
」
で
は
な
く
て

「
去
」
と
把
え
た

所
に
特
色
が
あ
り
、
我
々
は
原
始
経
典
に
対
す
る
衆
賢
の
正
統
性
を
見

い
出
す
の
で
あ
る
。
p
r
a
t
i
g
a
c
c
h
a
t
i

は
パ
ー
リ
語
p
a
t
i
g
a
c
h
a
t
i
a

で
、
向

つ
て
行
く
、
放
棄
す
る
な
ど
の
原
意
が
あ
り
、

そ
れ
故
に
衆
賢
は
「無
」

と

「去
」
と
を
峻
別
し

「
既
不
レ言
レ無
但
言
二還
去
こ

と
述
べ
る
の
で

あ
る
。
若
し
原
始
仏
教
の
立
場
で
あ
る
五
纏
仮
和
合
と
い
う
考
え
か
ら

す
れ
ば
、
無
と
去
は
相
違
せ
ず
五
纏
の
生
滅
を
表
示
す
る
語
と
し
て
同

義
と
倣
せ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
師
の
本
質
は
原
始
仏

教
の
立
場
に
の
み
留
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ

こ
に
基
本
を
置
き
つ
つ

自
ら
の
哲
学
を
加
え
て
思
想
の
体
系
化
を
試
み
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
無
と
去
は
全
同
の
概
念
で
な
く
、
本
無
今
有
有
巳
還
無
と
本
無
今
有
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有
巳
還
去

の
主
体
を
世
親
と
衆
賢
は
如
何
に
思
考
し
た
か
と
い
う
こ
と

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
述
の
如
き
原
始
仏
教
の
立
場
よ
り

(16
)

超
え
て
、
世
親
も
衆
賢
も
三
世
即
ち
有
為
法
を
生
滅
の
主
体
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
世
親
は
有
為
法
の
体
を
主
体
と
解
し
、
衆

賢
は
大
毘
婆
沙
論
に
説
か
れ
た
如
く
有
為
法
の
作
用
を
生
滅
す
る
主
体

と
考
え
た
の
で
あ
る
。
衆
賢
は
三
世
(即
ち
有
為
法
)
を

(
17
)

即
未
来
法
作
用
巳
生
名
為
二現
在
殉

即
現
在
法
作
用
巳
息
名
為
二過
去
殉

と
解
し
、
有
為
法
の
認
識
が
作
用
に
よ
つ
て
可
能
な
点
を
確
認
し
て

い
る
。
未
来
や
過
去
に
作
用
が
有
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
「非
四我
説
三

(
18
)

去
来
亦
有
二
作
用
こ

作
用
の
有
る
の
は
た
だ
現
在
の
み
な
の
で
あ
る
。

「若
説
三
去
来
無
レ
有
二作
用
殉

応
説
作
用
本
無
今
有
有
巳
還
無
。
如
二

仁
所
7言
我
決
定
説
。
諸
法
作
用
本
無
今
有
有
巳
還
無
。
作
用
唯
於
二現

(19
)

在
一有
故
。
」

衆
賢
に
お
け
る
作
用
と
は
法
の
差
別
に
他
な
ら
ぬ
も
の
で
、
そ
の
意

味
か
ら
い
え
ぱ
法
の
体
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
認
識

可
能
な
法

は
、
作
用

と

一
体
に
な
つ
て
お
り
、
作
用
の
有
無
に
よ
つ
て
そ
の
法
は

過
現
未
と
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
毘
婆
沙
論
所
説
の
「諸
積
聚
事
依
二

実
有
物
噛

仮
施
設
有
、
時
有
時
無
」
が
こ
の
事
情
を
よ
く
物
語

つ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
従

つ
て
、
世
親
と
同
様
に
生
滅
す
る
主
体
を
法
の

体
と
考
え

る
場
合
、
衆
賢
に
あ

つ
て
は
必
ず

「還
去
」
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し

「無

麸

ぴ
ぴ
鋤く
象
ご

で
な
く

「去
」
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の

「
去
」
は

「有

ぴ
訂
く
鋤件こ

の
範
疇
に
摂
せ
ら
れ
る

と

い
う
誤

解

を

招

く

こ
と

に

な

る
。

だ

が

衆

賢

は

「
去

」

る

法

体

を

器

決

有
)
の
範

疇

に

こ
そ
認

め

び
び
鋤
く
鋤
臥

(
反
対
概
念
冨

び
訂
話

甑
が
予
料
さ
れ

て
成
就

す
る
有
)

と
は

認

め

な

い

の

で
あ

る
か

ら

以
下
有
為
法
体
錐

二恒
存

幻

而

位
差
別
有
中
変
異
上
故
。

此
位
差
別
従
レ
縁

而

生
。

一
刹
那
後

必
無
レ
有
レ
住
。
由

レ
此
法
体
亦
是
無
常
。
以
下
与
二
差
別

一体
無
上
レ

異
故
。

要
於
二
有
法

一変
異

可
レ
成
。

非
下
於
二
無
中
一可
レ
有
中
変
異
加

如
レ是

所

(20
)

立
世
義
善
成
。

こ
の
様
に
三
世
実
有

・
法
体
恒
有
が
諸
行
無
常
と
矛
盾
し
な
い
点
を

明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
<錺

と
くび
ず
口
を
同

一
次
元
で
同
義
と
し
な

い
の
が
説

一
切
有
部
の
基
本
的
立
場
で
あ

り
、

そ
の
故

に
p
a
r
t
i
g
a
-

cc
h
a
t
i
と
c
a
 
p
u
n
a
r
 
n
a
 
b
h
a
v
a
t
i

と
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
p
r
a
-

t
i
g
a
c
c
h
a
t
i

す
る
主
体
を
有
為
法
の
作
用
と
考
え
た
所
に
説

一
切
有
論

師
は
原
始
仏
教
の
立
場
を
も
生
か
し
、
自
ら
の
テ
ー
ゼ
に
対
す
る
論
証

を
も
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
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